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八
潮
南
高
校
で
「
市
長
と
語
る
会
」
を
開
催
 

この広報紙は、再生紙と大
豆油インクを使用しています。 

乕広報やしおは、毎月1回、10日（新聞休刊日を除く）に新聞折り込みで配布しています。届いてない世帯の方
は、最寄りの公共施設、金融機関、市内10カ所のコンビニエンスストア、八潮駅などでお受け取りになれます。
なお、次回の新聞折り込みは、8月10日（火）です。 

　
６
月
１２
日
、
八
潮
南
高
校
で
、
保

護
者
や
中
学
生
、
地
域
の
方
々
な
ど

広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
授
業
の
様
子

を
開
放
す
る
「
市
民
授
業
公
開
」
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
授
業
公
開
後
に
は
、
生
徒

会
役
員
や
ス
ポ
ー
ツ
で
活
躍
し
て
い

る
生
徒
、
様
々
な
資
格
を
取
得
し
た

生
徒
２２
人
と
同
校
を
訪
問
し
て
い
た

市
長
に
よ
る
「
市
長
と
語
る
会
」
が

開
催
さ
れ
、
多
く
の
質
問
や
提
案
が

市
長
に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
 

生
徒
　
市
長
の
仕
事
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。
 

市
長
　
皆
さ
ん
の
お
父
さ
ん
や
お
母

さ
ん
が
納
め
た
税
金
を
、
ど
の
よ
う

に
使
用
し
た
ら
皆
さ
ん
が
幸
福
な
生

活
が
で
き
る
の
か
、
そ
の
使
途
を
検

討
し
、
執
行
す
る
こ
と
が
仕
事
で
す
。
 

生
徒
　
提
案
が
あ
り
ま
す
。
南
高
校

で
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
「
エ

コ
キ
ャ
ッ
プ
」
の
回
収
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
エ
コ

意
識
を
よ
り
高
め
て
も
ら
う
た
め
、

コ
ン
ビ
ニ
や
公
共
施
設
に
回
収
ボ
ッ

ク
ス
を
設
置
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
。
 

市
長
　
市
で
は
、
現
在
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
回
収
は
行
っ
て

い
ま
す
。
「
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
」
の
回

収
は
、
と
て
も
す
ば
ら
し
い
提
案
で

す
の
で
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
 

生
徒
　
３
年
生
で
就
職
活
動
中
で
す
が
、

市
内
の
求
人
状
況
は
。
 

　
公
務
員
と
し
て
八
潮
市
役
所
を
希

望
し
て
い
ま
す
が
、
市
で
は
ど
ん
な

人
材
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
か
。
 

市
長
　
労
働
行
政
は
、
国
・
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
が
行
っ
て
い
ま
す
が
、
県
内

で
は
、
東
南
部
地
区
の
求
人
求
職
状

況
が
厳
し
い
よ
う
で
す
。
自
分
の
魅

力
を
磨
い
て
積
極
的
な
就
職
活
動
を

し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
市
の
仕
事
の
多
く
は
、
市
民
と
お

話
を
し
な
が
ら
解
決
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
市
で
は
、市
民
が
納
得
で

き
る
よ
う
に
十
分
な
説
明
が
で
き
る

職
員
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

職
員
採
用
試
験
を
受
験
し
て
く
だ
さ
い
。
 

市
長
　
八
潮
南
高
校
の
校
訓
「
勉
学
・

誠
実
・
実
行
」
は
、
す
ば
ら
し
い
校

訓
だ
と
思
い
ま
す
。
や
は
り
実
行

し
な
け
れ
ば
何
も
起
こ
り
ま
せ
ん
。
 

　
将
来
こ
う
な
り
た
い
と
思
う
人

に
な
る
た
め
に
は
、
よ
く
考
え
て
、

そ
の
目
標
に
向
か
っ
て
今
や
っ
て

い
る
こ
と
を
毎
日
こ
つ
こ
つ
と
や

り
遂
げ
る
こ
と
。
習
慣
づ
け
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
そ
し
て
、
楽
し

く
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
れ
ば
、
目
標
を
達
成
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
 

　
こ
れ
か
ら
の
活
躍
を
期
待
し
て

い
ま
す
。
今
日
は
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
 

い
き
い
き
や
し
お
写
真
館
 

い
き
い
き
や
し
お
写
真
館
 

リニューアルした交通公園で交通安全教室 

ふるさとの名産品が勢揃い 

　６月２７日、文化スポーツセンター相撲場で「第１９回わ
んぱく相撲埼玉ブロック地区大会」が開催されました。この
大会は、県内の各地域の大会を勝ち抜いた小学4年生から６
年生、３０人の子どもたちが、その地域の代表として３人で
チームを作り戦いました。 
　日頃の練習を積みかねてきた子どもたちは、白いまわしを堂々
と締め、真剣な取り組みを繰り広げていました。 
　今大会上位４チームは７月下旬に両国国技館で開催される
全国大会に出場します。八潮市代表の豆力士は、惜しくも全
国大会出場とはなりませんでしたが、５位と大健闘していま
した。 
 

横綱顔負けの真剣なまなざし 

もしもの時に備えています 

　６月６日、初夏を思わせる快晴の空の下、「第１８回ふる
さとフェア」が開催されました。 
　各県人会ごとに、たくさんの名産品が活気よく販売され、
また、色々な催しが披露され、来場された方は見て食べてふ
るさとを満喫していました。 
 

　６月６日、第５２回水道週間〈６月１日～７日〉に合わせ
て市の中央浄水場で見学会が開催されました。 
　参加者は、とても大きな配水池や、何台もある配水ポンプ
など浄水場の施設を間近かに見学した後、災害時にライフラ
インが止まったときに市民の方の配水場として活躍する『災
害時給水栓』の説明を受けていました。 
 

市
内
で
活
動
し
て
い
る
団
体
や
地
域
に
貢
献
し
て

い
る
団
体
な
ど
を
市
長
が
訪
問
し
ま
す
 

市長と語る会参加者の皆さん 

　５月３１日と６月４日、信号機などをリニューアルした中
馬場児童交通公園で、八潮幼稚園の園児たち２２０人を対象
に交通安全教室が開催されました。 
　園児たちは、草加警察署の女性警察官から交通安全のお話
を聞いた後、八潮市交通安全母の会の皆さんの指導のもと、
交通公園内の信号機や踏切、横断歩道を利用して、正しい信
号の見方、踏切や横断歩道の渡り方などを実際に体験しました。 
　両日とも暑い日差しの中、額に汗を浮かべた園児たちは、
信号の約束を確認したり、大きな声を出しながら「右・左・右」
を見て、まっすぐに手を上げて踏切や横断歩道を渡るなど、
楽しく交通ルールを学んでいました。 
 


